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これからOSSを導入するユーザに役立つ解説資料

「オープンソースソフトウェアが開発コミュニティからユー

ザに届くまでの仕組み」を公開

2005年3月26日
日本OSS推進フォーラム

サポートインフラWG
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OSS:オープンソースソフトウェア

Open Source Software
● LinuxやWebサーバのApacheなど

● ソフトウェアのソースコードが公開。自由に使用可

能。改良し再配布可能。

● 新しいビジネスの創出、特定の技術への依存度を

低くするなどの観点で注目が集まっている。
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サポートインフラWG
OSS の普及、利用拡大のために「OSS のサポート」「 OSS の長期利用」の観点

における課題を整理し、解決のための取り組みを各方面に提案

WGメンバ (五十音順)

NEC 堀 健一(主査)

NTTコムウェア 内堀 修

NTTデータ 黒岩 淳一

OSDL 平野 正信

新日鉄ソリューションズ小林 誠

ターボリナックス 野田 俊英

日本ユニシス 秋山 功

ノベル 高橋 正廸

野村総合研究所 寺田 雄一

日立製作所 鈴木 友峰

富士通 工内 隆

ミラクル・リナックス 吉岡 弘隆

レッドハット 三橋 秀行

サポートに関わる PFベンダ、 SIer に加え、サポ
ートの前提として重要なディストリビュータ を追加し
て構成

基幹業務・社会基盤システムなどに OSS を利用

長期間(10年以上)にわたるサポートが、強く望まれている

OSS はコミュニティで自発的に開発されることが特色

サポートのインフラやプロジェクトのロードマップなどが、商用ソ

フトに比べてわかりにくいという不安感

SIer, PFベンダ, ディストリビュータなどのサポート

上記 OSS の特性もあり、ユーザの期待に充分に応えられてい

ない場合あり

サポート内容に相当する費用の回収ができない場合がある

背景
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OSSになじみの無い方々への説明資料に！

ねらい：OSS導入の促進

● システム構築で良く使われるOSSは、『開発コミ

ュニティ』が形成されており、長期に継続される

体制が整っていること

● 開発コミュニティ以外のベンダがサポートを提供

しており、ユーザは必要に応じた適切なサポー

ト範囲/レベルを選択してOSSを利用できること

推奨するOSSとして：

サポート面では：
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資料のイメージ
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